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隣接面の形態回復のため、マトリックス
バンドとウエッジを装着した（ミラー像）。1.

6

うµ検知液を使用し、感染歯質のみの
除去に努めた（ミラー像）。

セルフコンディショナーを塗布し、歯面
のコンディショニングを行うため、10秒
間待ち、マイルドなエアーブローを行っ
た（ミラー像）。

1.
4

1.
5

円盤状試料を作成し、3mlの蒸留水に浸漬し
て、24時間後にフッ素イオンメーターでフッ素
の徐放量を測定する。14日目までこの操作を
繰り返した。

15日目に試料を9000ppmのNaF溶液に5分間
浸漬して取り出し、一度水洗した後、直ちに
3mlの蒸留水に浸漬した。フッ素の徐放量を
測定し、フッ素のリチャージ量を測定した。

フジフィルLCからのフッ素の徐放とリチャージ
量が従来品に比較して約2倍も多い。その結
果、生じるうµ原因菌増殖抑制効果がより一
層期待できる。

下顎歯列。
1.
1

ED 隣接面とE の咬合面にうµが認め
られた（ミラー像）。1.

2

ラウンドバーでう窩の開拡を行った。
1.
3

×1000 窩洞形成後にジーシーセルフコンデ
ィショナーを塗布し、フジフィルLCを充Ùした
後、歯を2分割して接着界面を走査型電子顕
微鏡で観察した。フジフィルLCは、エナメル質
と緊密に接着している。

×1000 フジフィルLCは象牙質とも緊密に接
着しており、象牙細管内には約30μm浸入し、
レジンタグを形成している。また、象牙質との
接着界面では非常に薄い樹脂含浸層様構造
を形成している（充Ù7日目、ヒト抜去歯使用）。

症例1 5歳　女児　乳臼歯隣接面うBの処置

フッ素の徐放とリチャージ量の経時的変化

フジフィルLCとエナメル質・象牙質接着界面のSEM写真
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セルフコンディショナーを塗布し、「スメ
ア層の溶解」、「マイルドな脱灰」による
歯面のコンディショニングを行い接着性
を高めた。10秒間放置し、マイルドなエ
アーブローを行った。

2.
6

ラウンドバーを使用し、低速で罹患歯質
を除去した。

できるだけ健康な歯質の保存に努め、
形態回復を容易にするために遊離エナ
メル質を可及的に残した。

2.
4

2.
5

A A の近心隣接面にうµが認められた。
2.
1

乳臼歯にクランプをかけてラバーダムを
装着し、乳前歯をデンタルフロスで結
紮した。

2.
2

うµ検知液で罹患歯質を判別した。
2.
3

ホワイトポイントで咬合面形態を付与し
て、感水防止のためフジバーニッシュを
塗布した（ミラー像）。

フジフィルLCは歯質との色調適合性も
良く、乳臼歯隣接面窩洞にも適応でき
る（ミラー像）。

1.
10

1.
11

CRシリンジでフジフィルLCを充Ùした。
1.
7

咬合面に綿球を使用して、おおよその
咬合面形態を付与した（ミラー像）。1.

8

光照射を20秒行って硬化させた。
1.
9

症例2 5歳3か月　女児　乳前歯隣接面うBの処置
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感水防止のためフジバーニッシュを塗
布した。2.

12

反対側にCRシリンジでフジフィルLC
を充Ùし、セルロイドストリップスで圧
接した。

光照射後、余剰部分をホワイトポイント
で除去し形態修正を行った。2.

10

2.
11

A 左側乳中切歯に形態回復のためセ
ルロイドストリップスを挿入し、CRシリ
ンジでフジフィルLCを充Ùした。

2.
7

充Ù後、セルロイドストリップスで圧接
した。2.

8

光照射を20秒以上行った。
2.
9

G.V. Blackの窩洞形成法を徹底的に

教育された世代は、歯の形成の技術を競

うよう教育されました。歯を必要以上に削

除する技術礼賛の教育は、歯の健康を傷

めつけ、歯を短命させてきたことも否めま

せん。「削り過ぎたため、ここまでして抜髄

しなくても、ああ～失敗した。他の選択肢

はないものか」という苦い経験は誰もがし

てきました。過去10年の間に、歯質接着

性材料を上手に使って抜髄を避け、歯髄

を保存できる時代になってきました。今は

誰もが材料の真価を信頼して安心した治

療ができる時代です。

ペースト・ペースト練和タイプの光硬化

型充Ù用グラスアイオノマーセメント｢フ

ジフィルLC｣の誕生は特に小児、障害者、

高齢者の歯科治療では、操作が簡便で、

処置時間の短縮につながるという多大な

臨床的メリットがあり、またグラスアイオノ

マーセメントが有する特性としての歯質接

着性とフッ素徐放効果に優れており、長

期耐久性の歯科治療を目指すMIの概念を

飛躍的に発展させるものです。

おわりに




